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論文内容の要旨

本論文はミリ波および光波領域における低損失伝送線路とそれに付随する各種回路素子について行

なった研究の成果をまとめたもので，つぎの 7 章からなっている D

第 1 章では，まずミリ波および光波領域における回路系の特異性と重要性を説明して本研究の目的

を明らかにし，ついで本研究の分野における従来の研究の概要を述べ本研究が対象とする問題の所在

を明確にしている D

第 2 章ではミリ波伝送用円形 TEoi 0 姿態導波管の接続部その他の不整点において不可避的に発生

する不要高次円形電界姿態を信号姿態から分離し，除去する機能をもった姿態ろ波器を提案し，その

動作原理，設計理論式， TEo2 0 姿態除去ろ波器の場合についての具体的な数値設計例およびその動作

特性等を示している。

また，実際に24Gc 帯において TEo2 0 姿態除去ろ波器の試作，実験を行ない，提案した動作原理

を確認している。その他，姿態ろ波器の特性に関する種々の因子等について検討を加え，設計上の問

題点を明らかにしている。

第 3 章では非等方壁面インピーダンスを有し管内媒質が不均一な多重姿態導波管の姿態変換の問題

を理論的に検討し，適当な条件を与えた多重姿態導波管を利用することによって高次円形電界姿態除

去ろ波器を構成し得ること示している。

第 4 章では短ミリ波以下の波長領域における新らしい低損失伝送線路として，横方向レンズ収束作

用を有する不均一誘電体薄膜表面波線路を考え，その基礎的伝送特性を理論的に検討し，伝送電磁界

の分布，伝搬定数，電力の集中度を求めている。

第 5 章では誘電率が膜面と平行な横方向に不連続的に変化する薄膜表面波線路を提案し，近似理論

解析によって伝送表面波姿態の界分布，伝搬定数等を求めるとともに 50GC 帯における実験結果を示.
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し，この線路の実用性を明らかにしている。

第 6 主主ではミリ波以下の波長傾域の集束ビーム波伝送系における広明4或回路素子として，ブリユー

スター角を利用して整合を行なったプリズム方向性結合器，減衰器および、マジック Tをとりあげ，そ

の特性について検討し， 50Gc 帯において試作，実験を行ない，その特性を示している。乙の結果，

理論値と実測値はきわめてよい一致を示し，すぐれた特性の回路素子が得られることが確認された。

第 7 章は結論で，本研究によって得られた成果を総括して述べたものである。

論文の審査結果の要旨

本論文はミリ波伝送用円形導波~ì~\; において故も困難な問題である TEono 盗態の除去法について 2

種類の新しい方法を促案するとともに，短ミリ波以下の波長似域において有用である 11が包体薄!限表面

波線路の改良法を示し，さらに，短ミリ波ないし光波飢域に使用される広川域回路素子として，ブリ

ユースタ一角を利用したプリズム方向性結合部などの改良法を与えている D

以苧 i二のように本論文は， ミリ波ないし光波似J点における rrn~行系の開発に寄り-するところが大きく，

博上論文として価値あるものと必める。
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